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「北九州市⽴夜間中学校」の
すがた

あるべき姿
北九州市「考える会議」第⼆回資料

令和４年７月１日
第２回北九州市公立夜間中学校を考える会議

資料２



「考える会議」の検討内容（第一回会議）

１ 北九州市が設置する
公⽴夜間中学校のあるべき姿・役割

２ あるべき姿・役割の実現に向けた
学校づくりの視点
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構成員が考える「あるべき姿」

誰が通う学校︖
何を学ぶ学校︖
どこにあるとよい︖
どんな教室・学校が理想︖
どんな機能が必要︖
学校⾏事や⽣徒会は︖
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学び続ける

スポーツ

ヤングケアラー

うばわれた

給 食

居場所

第一回で示された「あるべき姿」①

バ ス

隠れた原因
発達障害

ともに育つ

ＩＣＴ

嫌 い

コミュニケーション

形式的卒業

⽣徒会

スタッフ 研 修

相 談

教 室 楽しい

学校⾏事

不登校柔軟な対応

とりもどす
やりなおす

先 ⽣

日本語

経 験便利・アクセス

勉強・学習
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スポーツ

ＩＣＴ

学び続ける

居場所

第一回で示された「あるべき姿」②

給 食

柔軟な対応

とりもどす
やりなおす経 験

⽣徒会学校⾏事

楽しい

研 修

相 談

日本語

勉強・学習

・楽しく学び続けられる場所
・様々な経験を含め、とりもどす
・先⽣やスタッフもともに育つ

ともに育つ

スタッフ

先 ⽣

コミュニケーション
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居場所

楽しい

給 食

・現役中学生との交流もできる、通学に便利な学校
・できるだけ多くの学校⾏事が経験できる場所
・相談できる、卒業しても⽴ち寄りたくなる居場所

バス

ＩＣＴスポーツ

とりもどす
やりなおす学校⾏事

相 談柔軟な対応

教 室

先 ⽣

第一回で示された「あるべき姿」③

経 験勉強・学習

便利・アクセス
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＜参考＞設置・運営上の工夫と特徴

通常の中学校に近い形 ⇔ 柔軟な体制を取る形
・昼間の中学校ベースの課程 教育内容 ・習熟度別授業（小学校の内容を含む）

・授業についていける日本語の習得を優先

・原則として３年経過で卒業 修業年限 ・原則３年だが、９年まで在籍可

・新⼊⽣は１年⽣から 編⼊学 ・中２や中３からの⼊学も可

・⼊学は４月のみ ⼊学時期 ・年２回⼊学もしくは随時⼊学

・中学校など学校施設を活用 施 設 ・⺠間の会議室などを活用

・比較的⼊学のハードルが高い
・出席率は比較的高い
・学習計画が⽴てやすい
・施設整備に制約あり

想定される
特徴

・比較的⼊学しやすく、学習継続もしやすい
・出席率は比較的低い
・⽣徒の⼊れ替わりがあり計画は⽴てにくい
・（施設により）柔軟な施設整備が可能
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構成員が考える「あるべき姿」

誰が通う学校︖
何を学ぶ学校︖
どこにあるとよい︖
どんな教室・学校が理想︖
どんな機能が必要︖
学校⾏事や⽣徒会は︖

７



本市が⽬指す「公⽴夜間中学校」
誰が通う学校︖

１５歳以上

国籍問わず

通えなかった
学べなかった

学びたい

形式的卒業者

現役中学⽣

進学したが
中 退

日本語を
学びたい

日本語だけ
学びたい
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本市が⽬指す「公⽴夜間中学校」
何を学ぶ学校︖

人間関係

友達づきあい

経 験
中学卒業
レベルの学⼒

読み書き

日 本 語 一般常識

ＩＣＴ

自己肯定感
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本市が⽬指す「公⽴夜間中学校」
どこにあるとよい︖

明るく安心な
通 学 路

わかりやすい
場 所

通学に便利

⾞・バイク
通 学

スクールバス

コンビニが
近 い

駅から１０分
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本市が⽬指す「公⽴夜間中学校」
どんな教室・学校が理想︖

専用教室

特別教室

保 健 室 体 育 館

照明つき
グラウンド

放課後児童
クラブ

地域との
交流室

駐 輪 場
エレベーター

身障者用
トイレ

玄関スロープ

中学校施設 小学校施設 公共施設 ⺠間施設

個人用
ロッカー
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本市が⽬指す「公⽴夜間中学校」
どんな機能が必要︖

⼊りやすい
職 員 室

給 食 こども食堂

ソーシャル
ワーカー

カウンセラー

養護教諭

就学支援

相 談 会

昼間部との
交 流 地域との

交 流

バリアフリー

体験⼊学
（いつでも）

１２



本市が⽬指す「公⽴夜間中学校」
学校⾏事や⽣徒会は︖

⽣ 徒 会

修学旅⾏

文 化 祭

体 育 祭
クラスマッチ

遠 足

校外学習

職業体験

体験⼊学
（いつでも）

部 活 動
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